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3. 2. 第3時「 13-9と13-4のけいさ
んのしかたをかんがえよう。」授業記録より
[1 3-9を減減法で考える場面］
疇 9を3と6に分ける。 13-3=10, 10-
6=4の， 2段階で考える計算方法。
なおと： 1 3を10と3に， 9を3と6に分けます。
3と3でひいて0になります。残り 10と
6で4になります。
ちひろ ：えっ， 1 0と6で16になるのでは？
なおと：（言い直して） 1 0から 6を引きます。答
えは4です。























































を5, 5, 3に， 8を5と3に分解する考えが出され
た。このとき 5と3で相殺できることに気づき，その
後の学習では5をヒントに計算する子どもが増えてき
た。
しかし一方で，減数をみてすぐ答えが浮かぶ子ども
は，被減数を答えと減数に分解する考え方をしていた。
また， 1学期の学習内容「いくつといくつ」が苦手な
子どもは，減数をみて被減数をどう分解するかがなか
なか浮かびにくいのが現実である。このような子ども
は，計算に時間がかかり，数を数え引く方法を使って
いる様子がみられた。
被i咸数と減数の大きさを比べ， どの計算方法が適切
が吟味する，ジャンプした課題を与えることが，子ど
もたちの数感覚を豊かにすることにつながる。しかし
より豊かに育てていくために，その後の子どもたち 1
人ひとりの学習思考の様子を丁寧にみとることが大
切だと教えていただいた。特に，本時もその後も，数
を分解しまとまりとしてとらえにくい子がどの子か，
どのようなアプローチをするか，考えることが大切だ
と協議会でアドバイスいただいた。
計算カードの練習を根気強く続けることで，子ども
たちは繰り下がりのあるひき算が徐々に定着しつつあ
ると感じている。
5 成果と課題
数の大きさを比べ，その大きさをみて計算方法を考
えることは子どもたちの数感覚が豊かになるからこそ
できることであり，計算の力が着実に伸びていること
がわかった。しかし数をみてどう分解するか， どんな
数で合成されているかを見極めることは，とても難し
い。繰り下がりのあるひき算は全部で36個ある。こ
れらの式の学習を通し，豊かな数感覚を身につけるこ
とが，子どもたちがこの先学習内容が増えたときに，
見通しをもって考える素地となることを期待している。
子どもたちは自分にはない友だちの考え方に出会っ
たとき，多様な数の見方を知ることができた。この先
は， 自分の考えを友だちに伝え，広げることに重点を
おいて取り組みを進めたい。そのためにテープ図や線
分図などのかき方の工夫や，学習意欲を持続させる取
り組みを考えていきたい。
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